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図1富山湾の海棲ﾛ甫乳類の確認地点.①氷見市窪、②氷見
市島尾、③朝日町宮崎、④．⑤高岡市太田、⑥射水市海老
江、⑦黒部市荒俣、

')HisaoNambu，2)SekiHamo、3)ManamiMakara，

3)TadasuK・Yamada，4)MareoOota，

’)MasatoFUjita，
’)ToyamaScienceMuseum；l-8-31Nishinakano‐

machi，Tovama-shi，Tovama939-8084，Japan，2)214

Shimao，Himi-shi，Toyama，935-0032Japan，3)Na‐

tionalMuseumofNatureandScience，Departmentof

Zoology；3-23-1,Hyakunin-cho､Shi可uku-ku，Tokyo

l69-OO73，Japan，4)Hokurikuundelwaterplcm1･es；l60

Yokata-nishiiwase，Toyama-shi，Toyama930-2241

Japan．

場所：氷見市窪及び島尾（図1，①,②）

確認日：2010年3月10日～12日

状況：以下は氷見市水産漁港課の職員及び筆者の1人

関の観察（3月11日12:30～15:30）による。平成22年3

月10日（水）、午前10時30分頃氷見市窪の松田江浜で、

市民によりオットセイが発見され、氷見市水産漁港課

職員により確認された。オットセイは波打ち際から10

～15mのところにいたが、10時50分頃、海に戻って

いった。翌日の3月11日（木）午前9時30分頃、上述の

地点より約l」km南の氷見市島尾地内で市民により波

打ち際から数メートルのところでオットセイが発見さ

れたがほとんど動かなかった。前日発見されたオット

富山湾（富山県側）の鯨類については2002年から漂

着調査等が継続的に行われ（南部2009；南部ら,2002：

2003,2004,2005,2006,2007,2008,2010)、海上での目撃記

録も報告され（関ら,2005)、鰭脚類（オットセイ）も

記録されている（南部ら,2000)。本報告では、2010年

に富山湾（富山県側）で確認した海棲Ⅱ甫乳類（鯨類、

鰭脚類）について報告する。

奪息…･･階．.．.･鶏._…鐸

富山湾で確認された海棲哨乳類

2010年（l～11月）の富山湾での鰭脚類、鯨類の確

認状況等は下記の6例6個体であり、確認地点を図lに

示す。

食肉目OrderCamivora

アシカ科Otariidae

オットセイCa//oγ〃/""sz"sJ"“

牽轄〃

図2氷見市島尾のオットセイ3月11日関東雄撮影．
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南部久男ほか

セイと同一個体かどうかは不明である。同日の日中、

夜から翌日の3月12日（金）にかけて氷見市水産漁港

課の職員により監視が続けられた。3月12日午前10時

30分頃、オットセイは海に向かい動き出したが波打ち

際で動かなくなった。午後3時20分、保護のため、車

で新潟市水族館に移送され、午後7時20分頃同水族館

に到着した。3月13（土）午前8時35分頃新潟市水族館

の職員により死亡が確認された。

性別・計測値等：早、体長11m、体長30kg。（図2）

クジラ目OrderCetacea

マイルカ科Delphinidae

カマイルカL“e"o『んy"ch"soM9"/火"s

l例目

場所：朝日町宮崎漁港（図1,③）

確認日：2010年5月22日～26日

状況：2010年5月22日早朝にイルカ1頭が宮崎漁港に

迷い込み、26日午前6時頃まで漁港内に留まっていた

(5月26日付けの北日本新聞、同日の読売新聞、5月2？

日付けの読売新聞による)。5月26日に北日本新聞に掲

載された写真を鑑定した結果カマイルカであった。

2例目

場所：高岡市太田雨晴海岸（図1,④）

確認日：2010年5月30日

状況：筆者の一人、関が5月30日午後5時45分頃、波打

ち際から約3m上の砂浜で発見した。

性別・計測値等：c7，体長85cm（冷凍)。（図3）

備考：新生仔と思われる。

図3カマイル力（高岡市太田）関東雄撮影
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3例目

場所：高岡市太田の海岸（図1,⑤）

確認日：2010年6月18日

状況：6月18日（金）地元住民発見。6月21日（月）高

岡土木センター海岸班職員が現地確認し、筆者の一人、

南部が調査した。

性別・計測値等：雌雄不明。体長187cm（欠損してい

た尾部を除く)。（図4）
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備考：全身骨格は富山市科学博物館で、胃は国立科学

博物館で保管している。

4例目

場所：射水市海老江海浜公園内の砂浜（図1,⑥）

確認日：2010年7月4日

状況：7月4日（日）地元住民が海岸清掃時に発見し、

高岡土木センター海岸班職員により確認された。7月勇

日筆者の一人、南部が調査した。波打ち際で漂い、内

蔵が飛び出た腐乱死体であった(図5)。

性別・計測値等：雌雄不明。体長210cm（欠損してい

た尾部を除く)。（図5）

図5カマイル力（射水市海老江）大田希生撮影



富山湾における海棲Ⅱ甫乳類の記録（2010年：

(1999）は、太平洋の本種の出産時の体長は92～100

cmと述べ、今回の個体は体長などから考察すると、

新生仔であると考えられる。また、2005年6月21日に、

氷見市で体長108cmのカマイルカの漂着死体が確認さ

れているが（南部ら,2006)、この個体も生まれて間も

ないものと推察される。

ハンドウイルカは比較的記録が少なく、2000年2月

25日に氷見沖の2箇所で群の目撃記録が、2001年2月25

日に氷見市でl死亡個体の漂着、2009年3月3日氷見市

でl死亡個体の漂着記録がある程度である（関ら,2005：

南部ら,2()02,2010;真柄ら,2010)。

備考：全身骨格は富山市科学博物館が、胃は国立科学

博物館が保管している。

マイルカ科Delphinidae

ハンドウイルカ乃"s/op‘F〃""cα/"s

5例目

場所：黒部市荒俣海岸（図1,⑦）

確認日：2010年8月1日

状況:8月1日（日）地元住民発見。黒部市市民環境課

職員が現地確認した。8月2日（月）に筆者の一人藤田

が調査を行った。

性別・計測値等：雌雄不明。体長約180cm（黒部市市

民環境課職員測定。腐敗激しく不正確)。（図6）

備考：頭骨は富山市科学博物館が保管している。
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図6ハンドウイルカ（黒部市荒俣）（黒部市市民環境課提

供）

2010年は、l科1種の鰭脚類1個体とl科2種5例5個

体の鯨類（漂着4例4個体で、目撃がl例l個体）が確

認され、いずれも富山湾では既知種である。

オットセイは、富山湾では、1999年5月8日に今回の

最初の発見地点とほぼ同じの氷見市窪の松田江浜でオ

ス（体長89.3cm）の漂着死体が確認されている（南部

ら，2000)。

鯨類では、カマイルカが5月22日～7月1日にかけ、皇

例4個体が確認された（l例は目撃)。筆者らの調査で

は、2000～2009年に、富山湾で21例のカマイルカの漂

着・目撃が確認されているが（南部ら,2009,2010)、月

別内訳は、1月I例、2月l例、3月l例、4月と5月はそれ

ぞれ8例、6月が2例であり、今回の7月の漂着は、最も

遅い月の記録であった。

今回体長85cmのカマイルカの漂着個体が確認され

た。岩崎（1997）は日本近海で確認されたカマイルカ

の出産時の体長は80～100cm，Brownellet､al（1999〉

は、出産時の本種の平均体長は918cm、Je碇rsoneta:

14量



南部久男ほか

おける鯨類・ウミガメ類の記録（2002年)．富山

市科学文化センター研究報告，（26）：145-147．

南部久男，西岡満，関谷伸一，山田格，太田希生，2004

富山湾における鯨類の記録（2003年)．富山市科

学文化センター研究報告，（27）：75-78．

南部久男，田島木綿子，新井上巳山田格，田中豊，

大田希生，2005．富山湾における鯨類の記録

（2004年)．富山市科学文化センター研究報告≦

（28)：91-94

南部久男，山田格，2006．富山湾における鯨類の記録

（2005年)．富山市科学文化センター研究報告,（29）：

’13－114．

南部久男，石川創，山田格，台蔵正一，大田希生，200Z

富山湾における鯨類の記録（2006年)．富山市科

144

学文化センター研究報告，（30)：63-68

南部久男・石川創・山田格・田島木綿子・谷田部明子・

台燕正一・大田希生，2008富山湾における鯨類

の記録（2007年)．富山市科学文化センター研究

報告，（31)：99－102

南部久男，2009．富山湾における鯨類の記録（2008年k

富山市科学博物館研究報告，（32)：ll5-ll6

南部久男，真柄真実，栗原望，山田格，関東雄，台蔵,正

一，石川雄士．201Q富山湾における鯨類の記録

（2009年）富山市科学博物館研究報告，（33)：105‐

108．

関東雄，南部久男，山田格，石川創，2005．富山湾の海

上における鯨類の目撃記録．富山市科学文化セン

ター研究報告，（28)：113-122


